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=抄録= 

診断目的の Whole slide image (WSI)の普及に伴い、その巨大なデータの管理が問題となって

いる。標本管理システムから即座にアクセス可能なサーバーに加え、アーカイブ用のサーバ

ーの増設を行うことが一般に行われる。このアーカイブサーバーは、テープストレージやク

ラウドストレージの活用が考えられる。特に後者では保存データの増加に対しスケーラブル

に対応可能である点や、災害時等のデータの安全性の面でメリットがあるものの、国内での

実装例はほとんどみられない。 

当院では 2017 年に WSI スキャナを導入し、現在では手術材料を含め全ての標本を診断目的

にデジタルスキャンしている。月あたり約 10TBの新規データが蓄積され、従来は HDD の

増設で対応してきた。今回、過去の WSIをクラウド上のストレージにアーカイブするシステ

ムを構築した。導入にあたり、標本のダウンロードにかかるネットワーク速度や、管理コス

トが懸念されたが、事前に実証実験を行うことで、いずれも実用に耐えうることが証明され

た。 

同様のデータ管理の問題は今後多くの施設で顕在化するものと考えられるため、当院での経

験を報告したい。 

 

  


